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写真3．埋立地のシナガワハギ（2019年7月31日露彰

2019；lex．，同所，5．VIII．2019．いずれも筆者採集・

保管

本種を採集した秋田港埋立地は面積48haと広大で

約30年前に製紙会社誘致のため埋め立てられたもの

の，バブル崩壊などにより誘致は白紙撤回となり，埋

立地は約30年間活用されることなく放置された。その

間，自治体で時々，地ならしなどの管理を行った結果，

撹乱された特殊な環境が維持された。埋立地内の一部

にはシナガワハギやシロツメクサが辞落を作り，ブタ

クサやビロードモウズイカなどの帰化植物も繁茂する

ようになった。数年前からこの埋立地で調査を実施し

各種甲虫類を記録していたが，本種は　このシナガワ

ハギから採集した。また，シロツメクサからはケチビ

コフキゾウムシ，サビチビコフキゾウムシなどを採集

している。

○引用文献

Morimoto，K．，Nakamura，T．＆K．Kann6，2015．me

insectsqfJtPan4．Curculionidae：Entiminae（Part2）

（Coleoptera）．758pp．権歌書房，福岡．

（〒010－0817秋田市泉菅野1－17－23）

2019年対馬のタイワンモンシロチョウの記録

境　　良朗

対馬のタイワンモンシロチョウPieriscanidia

（Spaman，1768）は近年激減し，野外絶滅が心配され

ている。長崎県は「平成28年度長崎県未来につをがる

環境を守り育てる条例に基づく希少野生動植物種及び

希少野生動植物種保存地域指定」において本種を指定

し，採集禁止の規制を行った。また，環境省は平成30

年5月に公表した「環境省レッドリスト2018」で，一

気に絶滅危惧IA類（CR）に指定した。

写真上タイワンモンシロチョウ♀（対馬市豊玉町産）
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写真2．タイワンモンシロチョウの食餌植物ハナナズナ

筆者は，2004－2018年の記録を整理し，激減の原

因を推測するとともに本種の置かれている現状を報告

したが（境，2019），直近の6年間は記録がなく危機的

状況が続いていた。昨年（2019年），豊玉町において

本種を確認することができたので報告する。

1♀（写真l），長崎県対馬市豊玉町佐保，16．VI．

2019，筆者確認

地表付近を弱々しく飛ぶシロチョウを発見，モンシ

ロチョウにしては違和感があったので念のため捕獲し

確認すると本種であった。県条例で採集は禁止されて

いるので　撮影後，速やかに放した。かなり擦れた♀

個体であったが，有精卵を産んで次の世代へと繋がれ

ていくことを願いたい。

なお同年，豆醸崎においても下記の記録が出ている

ので紹介しておきたい（相原，2019）。

1♂，長崎県対馬市厳原町豆鼓峰，14．VII．2019

報文には「…首尾よくネットに入ったチョウを見て

仰天しました。もう見ることができないと思っていた

タイワンモンシロチョウだったのです。やや擦れた♂
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図1．2004－2019年におけるタイワンモンシロチョウの記録

地と確認頭数

でした。…海岸線まで下って行って探し回りましたが

追加することはできませんでした…」と記されている。

野外絶滅が危惧されていたなかでのこれらの記録は

朗報ではあるが　生息維持が厳しい状況には変わりが

ない。食餌植物の野生のアブラナ科植物も，シカの食

害によって大きなダメージを受けている。例えば，か

って多産地であった豆殻崎のハナナズナBerteroella

marimowiczii（環境省絶滅危惧IA類）（写真2）は，数

年前にはわずか30株が確認されただけだったが徐々に

減少していった。緊急の保護対策がとられたにもかか

わらず，2018年には完全に消滅したという報告を受け

ている。ハナナズナは広島県では既に絶滅しているの

で，対馬から消えてしまうと日本では野外絶滅という

ことになる。ハナナズナはタイワンモンシロチョウが

夏場を乗り切るための重要な食餌植物と考えられてい

ることから（江島・北条，1979），今回の豆酸崎での記

録は，ある意味ハナナズナが生き残っている可能性を

推測させる貴重な記録ということにもなる。対馬のタ

イワンモンシロチョウについては今後も拙HPにおいて

情報収集を行っていくが（web検索「対馬の昆虫情報

局」），更なる記録がもたらされることを期待したい。

最後になるが，豆殴崎の記録についてご教示いただ
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表1．タイワンモンシロチョウの確認頭数（2004－2019三

確認年 �性別 ���一三∴ i⊃i ♂ �♀ �不明 

2004 �2 �0 �0 �2 

2005 �3 �3 �1 �7 

2006 �0 �0 �0 �0 

2007 �1 �0 �0 �1 

2008 �1 �0 �0 �1 

2009 �2 �0 �0 �2 

2010 �1 �0 �0 �1 

2011 �l �1 �0 �2 

2012 �0 �1 �0 �1 

2013 �0 �0 �0 �0 

2014 �0 �0 �0 �0 

2015 �0 �0 �0 �0 

2016 �0 �0 �0 �0 

2017 �0 �0 �0 �0 

2018 �0 �0 �0 �0 

2019 �1 �1 �0 �2 

計 �11 �5 �1 �17 

くとともに，掲載報文の資料を送付いただいた松尾照

男氏にお礼申し上げる。

○引用文献

相原　聡．2019．梅雨明け直前の対馬採集記．月刊ゆず

りはクラブ（246）：2．
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（〒817－0032対馬市厳原町久田451－2）

壱岐におけるヒナカマキリの初記録

大島千幸・樽　宗一朗

ヒナカマキリAmantisnawai（Shiraki，1908）は　コブ

ヒナカマキリ科Gonypetidaeに属する小型種である。本

種は国内において本州～南西諸島に分布し，主に照葉

樹林の林床に生息する（Yamasaki，1981；中峰，2016）

が，針葉樹林や竹林でも見つかっている（宮武・加納，

1992；岡田，2001；竹内ら，2012；吉道，2017）。長

崎県の離島における本種の記録は，対馬や五島列島か

ら報告されていた（白水・宮田，1976；江島ら，1981）が，

壱岐では未記録であった。今回，筆者のひとりである

樽が壱岐において採集調査をしたところ，本種が得ら

れたため，同島新記録として報告する。標本は99％エ

タノールの液浸標本とし，東京農業大学昆虫研究室に

収蔵されている。


